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　町社会福祉協議会ではこれまで 3 回にわたる
実態調査を行い「ケアラーズカフェ」「いのち
のバトン」など、ケアラーの皆さんを支援する
事業に取り組んでいます。これからも小さな声
も大切にし、ケアラー支援を進めてまいります。

　町社会福祉協議会が行ったケアラー実態調査（令和 2 年 11 月）から
次のような声が寄せられました。

　　　町社会福祉協議会
　   本田　　徹   事務局長
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    ケアラー情報は
　町ホームページ　　　
　にて更新中

介護で自分の人生に自分の人生に
　　　見通しが持てない？　　　見通しが持てない？

ケアラー実態調査の結果より

今後の暮らしや人生に
見通しが持てない4

介護は家族がするも
のと考えている1 支援の必要性に

気づいていない２

誰に相談してよいか
分からない3

　このように突然、介護が始まることで多くの人がパニックになり、地域から孤立したり、全
国では、ケアラーによる悲しい事件や事故が起きています。介護は 1 人で抱えるものではなく、
町全体で取り組む必要があります。
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【問い合わせ】
町地域包括
支援センター
☎ 73-2255
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【問い合わせ】町総務課広報・防災・情報グループ　☎ 73-7501

　

交
差
点
の
信
号
が
セ
ン
サ
ー
式
で
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あ
る
一
定
の
位
置
に
車
が
な
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と
反
応

し
な
い
こ
と
を
最
近
知
り
ま
し
た
。

　
全
然
交
通
量
が
な
い
の
に
や
た
ら
待

た
さ
れ
る
な
と
感
じ
る
事
が
何
度
も
あ

り
、
セ
ン
サ
ー
が
原
因
と
わ
か
り
ま
し

た
が
、
後
続
車
両
と
な
っ
た
場
合
、
前

の
運
転
手
の
方
へ
お
声
掛
け
し
な
い
と

永
遠
に
進
め
ま
せ
ん
。
全
て
の
方
が
快

適
に
運
転
出
来
る
よ
う
看
板
を
設
置
す

る
な
ど
、
対
策
を
講
じ
て
い
た
だ
け
ま

す
か
。
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性
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ま
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サ
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栗
山
ス
キ
ー
場
跡
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利
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に
つ
い
て

皆さんからのご意見お待ちしています！

２カ月に一度、広報に折り込ま
れる専用はがきを切り取って、
必要事項を記入してポストに
投函。（切手不要）

①広報折り込みの専用はがきで！

はがきをそのまま、またはお好
きな用紙に必要事項を記入して

「72-3179」に送信。

②ファックスで！

下記アドレスから
https://www.harp.lg.jp/SksJuminWeb/
EntryForm?id=SfQnm4ig

または町ホームページトップ画
面の下部から専用フォームにア
クセス。

③ホームページ専用フォームで！
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１
枚
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は
が
き
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明
日
の
く
り
や
ま
を
変
え
る
‼

　

栗
山
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察
署
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ

ろ
「
信
号
が
な
か
な
か
変
わ
ら
な
い
」

と
い
う
問
い
合
わ
せ
は
過
去
に
も
数
件

あ
り
、
そ
の
度
に
感
知
器
の
点
検
を
実

施
し
ま
し
た
が
い
ず
れ
も
異
常
は
な

　

ス
キ
ー
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に
つ
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て
、
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大
師
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紅
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っ
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り
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え
る
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晴
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で
、
人
々
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目
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し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
閉
鎖
後
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そ
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も
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。
す
で
に
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み
と
は
思
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ま

す
が
、
素
人
の
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で
す
が
、
ま
ず
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「
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第
７
次
総
合
計
画
と
あ
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せ
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討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す

　

ス
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ー
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用
に
つ
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は
、

現
時
点
で
具
体
的
な
計
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は
決
ま
っ
て

お
り
ま
せ
ん
が
、
現
在
、
令
和
５
年
度

を
始
期
と
す
る
第
７
次
総
合
計
画
の
策

定
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
中
で
、
ス
キ
ー
場
跡
地
利
用
に

つ
い
て
も
、
町
民
皆
様
よ
り
様
々
な
ご

意
見
も
頂
戴
し
な
が
ら
、
今
後
検
討
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

新たなに設置された
停止看板

令和元年をもって閉鎖
となった栗山スキー場

か
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
当
感
知
器
に
つ
い
て
は
、
中

心
よ
り
直
径
約
１
ｍ
の
範
囲
を
感
知
す

る
も
の
で
、
町
職
員
が
現
地
に
て
信
号

の
感
知
状
況
を
調
査
し
、
停
止
線
に
合

わ
せ
て
停
車
し
た
際
は
停
車
か
ら
数
秒

後
に
歩
行
者
用
信
号
が
点
滅
す
る
こ
と

を
確
認
し
た
こ
と
か
ら
、
信
号
機
の
感

知
器
が
作
動
し
や
す
い
よ
う
運
転
者
に

停
止
線
直
近
で
の
停
車
を
促
す
べ
く
、

指
示
標
識
「
停
止
線
（
看
板
）」
の
設

置
に
つ
い
て
栗
山
警
察
署
に
要
望
し
、

協
議
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

※
回
答
文
書
は
３
月
時
点
の
内
容

で
す
。
後
日
警
察
署
よ
り
看
板
を
設

置
し
た
旨
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　


